


プログラム
•ミエルカプロジェクトについて
• 1: 日本の原発輸出の失敗と日立が撤退した背景…FoE Japan深
草亜悠美
• 2: アングルシー島に原発ではなく持続可能な未来を！現地から
の報告 … PAWB（ウィルヴァB原発に反対する人々）ロブ・
イドリースさん
• 3: 縮小する原発産業 小型原子炉は未来の原発か？…原子力資
料情報室 松久保肇さん
•質疑応答





日立が原発輸出から撤退
その背景とは？
オンラインセミナー：10年目の福島（３）

― 頓挫した原発輸出～日立が撤退したわけ＋原発産業の今
2020年11月18日
深草亜悠美



日立が英国ウェールズでの原発計画から
撤退
• 2020年9月16日、日立はプレスリリース（「英国原子力発電
所建設プロジェクト事業運営からの撤退について」）を発出し、
ウェールズで計画していた原発事業からの撤退を発表。
•日立は昨年1月に民間企業としての経済合理性の観点からプロ
ジェクトの凍結を発表していた。



http://www.bechtel.com/projects/horizon-wylfa-newydd/



事業概要
•事業名：ウィルヴァ・ニューウィッド（Wylfa Newydd)原発
•内容：二基の改良型沸騰水型軽水炉の建設（2.7GW）
•事業主体：ホライズンニュークリアパワー（日立が100％株式
所有）
•位置：ウェールズ北部・アングルシー島
•総事業費：3兆円
•建設開始予定：2020年
•運転開始予定：2020年代中
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プロジェクトの問題点
•地元の自然を破壊
•社会影響
•地元の反対
•避難計画
•莫大なコスト



原発のコストを誰が支払うのか
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• 「政府がコミットしないとできないということが、英国政府・⽇本政府・
⽇⽴の共通理解」
• ⽇⽴のプロジェクト継続の条件として 1)必要な許認可の取得 2)採算性の確
保 3)出資⽐率を50パーセント以下に。



経済合理性で折り合いつかず
•日立＞英国政府に対し、高い買取価格を求める。
（英国で建設中のヒンクリーポイントC原発の買取価格は
£92.50/MWh(2012年の価格)、35年契約）
•英国側＞ヒンクリーポイントC原発の買取価格が高額だったこ
とが批判されていた（＝次の原発にそれほど高い買取価格はつ
けられない）。英国側は £75.00/MWh以下を要求。



公的資金で輸出？！

• 2016年麻生財務大臣
が日本の公的資金投
入を表明（日英財務
大臣会談）

•公的金融機関である
JBICやNEXIの支援可
能性が報道された

https://mainichi.jp/articles/20180103/ddm/001/020/121000c
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3000億円超の損失計上
• 2019年、日立は事業継続の条件を満たせなかったとして、損
失約 3,000 億円を計上。
• 1)必要な許認可の取得
→開発同意申請はしたものの、中途で事業凍結。
• 2)採算性の確保
→希望する買取価格にならず。支援スキームも不透明。
• 3)出資比率を50パーセント以下に（オフバランス化）。
→出資パートナー現れず。



英国の原発新設
•日立がウィルヴァ・オールドベリーか
ら撤退。
•東芝が関与していたムーアサイドも東
芝が撤退。
•サイズウェルC、仏中の事業。今年開
発同意申請。
•ヒンクリーポイントC、仏中の事業。
建設中。
•ブラッドウェルB、中国の事業。原子
炉デザインの許可申請中。



頓挫する原発輸出



原発輸出頓挫の背景
•コストが高い。公的支援がないと建てられない。
•住民による反対運動。住民投票などで原発計画が白紙
に。
•再エネが安くなっており競争力がなくなってきている
。
•廃棄物の問題が解決していない。



原発と気候変動
•原発は気候変動に「適応」
できない？
•温暖化による熱波・海⽔温
上昇により、冷却⽔が不⾜
し、原発の出⼒を制限。
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発電所の冷却に必要な水

Macknick et al. 2012
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海面上昇のリスクも
•アメリカではNRCが調査した
約60の原発のうち54は洪水
リスクに晒されていた
（2017）
•世界の原発の約9割は海岸沿
いに位置
•地震のリスクは言われてきた
が、今後は巨大化する台風や
海面上昇についても対策が必
要に

ウォーターフォード原発は約7mの⾼さの⾼潮に対応できる設計になっているが、この地域では、
河川からの洪⽔と⾼潮で、最⼤約９mに達する可能性が指摘されている（Bloomberg）
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まとめ
•「原発は発電時低炭素」というが、原発の事故リスク・廃棄物
問題・放射能・高コスト等の方が大きい。
•気候変動対策に残された時間はわずかで、かつ、気候変動の影
響はすでに現れている中、原発は解決策にならない。それどこ
ろか原発に対する気候変動追加対策が必要。
•省エネや再エネなど代替策がある中、リスクや問題の多い原発
に投資するすべきでない。
•原発輸出政策を抜本的に見直し輸出支援は今後原則おこなうべ
きでない。


